
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

������������������������������������������������������������������������

１４
年
度
第
１
期

米
軍
基
地
移
設
問
題
に
揺

れ
る
沖
縄
で
、
学
生
た
ち
が

見
た
も
の
は
な
に
か
。
文
学

部
人
文
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

学
科
の
「
沖
縄
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ズ
ム
論
」
（
沖
縄
タ
イ
ム
ス

社
の
協
力
講
座
）
集
中
講
義

（
２
０
１
３
年
９
月
３
～
７

日
）
に
参
加
し
た
二
人
の
学

生
に
寄
稿
し
て
も
ら
っ
た
。

沖
縄
を
考
え
る
学
習
は
、

現
地
合
宿
後
も
続
き
、
山
田

健
太
・
藤
森
研
両
教
授
の
指

導
の
も
と
、
学
生
た
ち
は
自

主
的
に
勉
強
会
を
開
催
。
ま

た
、
２
月
１８
日
午
後
２
時
か

ら
、
専
修
大
学
サ
テ
ラ
イ
ト

キ
ャ
ン
パ
ス
に
沖
縄
タ
イ
ム

ス
社
の
長
元
朝
浩
専
任
論
説

委
員
を
招
き
、
沖
縄
県
知
事

の
辺
野
古
埋
め
立
て
承
認
、

名
護
市
長
選
や
沖
縄
と
本
土

と
の
報
道
格
差
な
ど
に
つ
い

て
話
を
聞
く
。

真
っ
青
の
海
と
白
い
ビ
ー

チ
。
そ
こ
に
立
つ
フ
ェ
ン
ス

と
有
刺
鉄
線
。
フ
ェ
ン
ス
に

貼
ら
れ
た
色
と
り
ど
り
の
基

地
反
対
ポ
ス
タ
ー
。
こ
れ
は

私
が
目
に
し
た
、
辺
野
古
の

キ
ャ
ン
プ
・
シ
ュ
ワ
ブ
の
光

景
だ
。

２
０
１
３
年
９
月
、
私
は

「
沖
縄
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

論
」
の
授
業
の
一
環
で
沖
縄

を
訪
れ
た
。

初
め
て
降
り
立
っ
て
、
な

ん
と
も
い
え
な
い
異
国
感
を

こ
の
島
に
感
じ
た
。
本
土
に

は
な
い
建
物
、
透
き
通
る
よ

う
な
青
い
海
、
市
場
で
売
ら

れ
る
原
色
の
魚
、
聞
き
慣
れ

な
い
方
言
。
そ
し
て
、
こ
の

地
で
最
も
感
じ
た
こ
と
は

「
壁
」
だ
。
そ
れ
は
、
沖
縄

・
米
軍
・
本
土
を
隔
て
る
壁

で
あ
る
。

沖
縄
と
米
軍
間
で
は
、
両

者
が
互
い
に
嫌
な
も
の
と
し

て
映
っ
て
い
る
。
沖
縄
に
と

っ
て
基
地
と
は
自
分
た
ち
の

生
活
を
苦
し
め
る
も
の
。
基

地
に
と
っ
て
沖
縄
は
恩
知
ら

ず
の
う
る
さ
い
県
だ
。
お
互

い
が
歩
み
寄
り
、
深
く
知
り

合
お
う
と
い
う
機
会
が
少
な

い
。
こ
れ
は
精
神
的
な
壁
で

あ
る
。

一
方
で
物
理
的
な
壁
が
存

在
す
る
。
そ
れ
は
地
域
と
基

地
を
隔
て
る
フ
ェ
ン
ス
で
あ

る
。
有
刺
鉄
線
付
き
の
フ
ェ

ン
ス
や
英
語
の
看
板
の
向
こ

う
側
か
ら
は
、
「
入
っ
て
く

る
な
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
い
や
応
な
し
に
感
じ
ら
れ

た
。沖

縄
と
本
土
の
壁
は
無
関

心
の
壁
で
あ
る
。
本
土
の
多

く
の
人
間
が
基
地
問
題
に
蓋

を
し
、
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
し

て
き
た
。
何
と
な
く
基
地
は

必
要
だ
け
ど
、
本
土
に
は
い

ら
な
い
。�N

o
t
i
n
m
y
b

a
c
k
y
a
r
d

�
と
い
う
言
葉

は
そ
の
感
情
を
如
実
に
表
し

て
い
る
。
も
し
く
は
今
ま
で

沖
縄
に
あ
り
続
け
た
も
の
が

い
ま
さ
ら
、
自
分
の
裏
庭
に

や
っ
て
く
る
こ
と
な
ど
想
像

す
ら
し
て
い
な
い
か
も
し
れ

な
い
。

私
が
最
初
に
抱
い
た
異
国

感
も
、
一
種
の
壁
で
あ
る
。

遠
く
離
れ
た
島
で
起
こ
っ
て

い
る
基
地
問
題
に
対
し
て
、

外
国
で
発
生
し
て
い
る
紛
争

と
同
じ
よ
う
な
感
覚
で
捉
え

て
い
た
。

辺
野
古
の
キ
ャ
ン
プ
・
シ

ュ
ワ
ブ
の
フ
ェ
ン
ス
に
貼
ら

れ
た
ポ
ス
タ
ー
は
ど
れ
も
、

米
軍
に
対
し
て
で
は
な
く
私

た
ち
に
向
け
て
貼
ら
れ
て
い

た
。
そ
の
こ
と
に
深
い
意
味

な
ど
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
私
に
は
そ
れ
が
、
本

土
の
人
間
に
向
け
ら
れ
た
メ

ッ
セ
ー
ジ
に
思
え
た
。

沖
縄
か
ら
帰
っ
て
き
た
今

も
、
基
地
問
題
に
関
す
る
答

え
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。

し
か
し
こ
れ
は
沖
縄
の
問
題

で
は
な
く
私
た
ち
の
問
題
で

あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
は
っ

き
り
と
し
て
い
る
。

そ
し
て
忘
れ
て
な
ら
な
い

の
は
、
本
土
が
享
受
し
て
い

る
安
全
が
、
沖
縄
の
犠
牲
の

う
え
に
成
り
立
っ
て
い
る
と

い
う
事
実
で
あ
る
。
こ
の
事

実
か
ら
目
を
そ
ら
さ
ず
、
ま

ず
は
各
々
の
壁
を
取
り
払
う

こ
と
が
、
解
決
の
糸
口
で
は

な
い
か
と
思
う
。

小
さ
い
声
は
い
つ
も
大
き

い
音
に
か
き
消
さ
れ
る
。
そ

れ
は
実
際
の
音
の
話
だ
け
で

は
な
い
。
飛
行
機
の
音
に
か

き
消
さ
れ
る
人
の
声
、
報
道

さ
れ
る
悪
に
か
き
消
さ
れ
る

報
道
さ
れ
な
い
善
。

「
沖
縄
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

論
」
で
沖
縄
を
訪
れ
、
５
日

間
を
過
ご
し
た
私
は
そ
う
感

じ
た
。

住
宅
地
の
中
心
に
あ
る
普

天
間
基
地
を
一
望
で
き
る
嘉

数
高
台
で
、
沖
縄
タ
イ
ム
ス

社
論
説
委
員
長
（
当
時
）
の

長
元
朝
浩
さ
ん
の
お
話
を
伺

っ
て
い
た
。
す
る
と
突
然
爆

音
と
と
も
に
一
機
の
飛
行
機

が
我
々
の
頭
上
を
通
過
し
、

普
天
間
基
地
の
滑
走
路
へ
と

向
か
っ
て
い
っ
た
。
し
か
し

そ
の
飛
行
機
は
着
陸
後
、
そ

の
勢
い
を
落
と
す
こ
と
な
く

ま
た
飛
び
立
っ
て
い
っ
た
。

こ
れ
は
「
タ
ッ
チ
ア
ン
ド

ゴ
ー
」
と
い
う
飛
行
訓
練
の

ひ
と
つ
で
あ
る
。
そ
の
訓
練

の
下
で
は
長
元
さ
ん
の
話
を

聞
こ
う
に
も
聞
く
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
。
報
道
や
事
前

学
習
で
基
地
に
お
け
る
騒
音

問
題
に
つ
い
て
は
少
し
だ
け

知
っ
て
い
た
。

し
か
し
実
際
に
騒
音
の
下

に
身
を
置
い
て
み
る
と
、
想

像
を
は
る
か
に
上
回
る
う
る

さ
さ
で
あ
っ
た
。
こ
の
環
境

の
下
で
の
生
活
を
強
い
ら
れ

て
い
る
人
た
ち
の
声
や
会
話

は
、
こ
ん
な
大
き
い
音
に
か

き
消
さ
れ
て
し
ま
い
、
聞
こ

え
な
い
の
か
と
実
感
し
た
。

ま
た
、
在
沖
米
国
総
領
事

の
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
マ
グ
ル

ビ
ー
さ
ん
や
在
沖
米
軍
海
兵

隊
太
平
洋
基
地
政
務
外
交
部

次
長
の
ロ
バ
ー
ト
・
Ｄ
・
エ

ル
ド
リ
ッ
ジ
さ
ん
か
ら
初
め

て
ア
メ
リ
カ
側
の
意
見
を
聞

い
た
。

彼
ら
は
「
新
聞
は
米
軍
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を

取
り
上
げ
て
く
れ
な
い
」
と

話
し
た
。

沖
縄
に
お
け
る
基
地
と
は

米
国
の
沖
縄
占
領
の
歴
史
の

遺
物
で
あ
り
米
兵
は
乱
暴
で

あ
る
、
と
い
っ
た
印
象
が
日

本
国
内
に
あ
る
の
は
確
か
で

あ
ろ
う
。
全
国
紙
で
も
、
沖

縄
の
地
方
紙
で
も
、
一
面
に

載
る
の
は
決
ま
っ
て
米
兵
の

犯
罪
や
基
地
問
題
で
あ
る
。

在
沖
米
軍
が
ト
モ
ダ
チ
作

戦
と
い
う
東
日
本
大
震
災
で

の
救
助
・
復
興
支
援
活
動
や

地
域
の
要
請
に
よ
り
訓
練
の

公
開
や
変
更
な
ど
地
域
と
の

交
流
を
行
っ
て
い
る
と
い
う

記
事
を
目
に
し
た
こ
と
は
な

か
っ
た
。

彼
ら
に
話
を
聞
か
な
け
れ

ば
知
り
得
な
か
っ
た
こ
と
で

あ
り
、
彼
ら
の
声
も
ま
た
大

き
な
音
に
か
き
消
さ
れ
て
し

ま
っ
て
い
る
と
感
じ
た
。

小
さ
い
声
を
聞
く
に
は
、

近
く
へ
行
か
な
け
れ
ば
聞
こ

え
な
い
。
ま
た
、
小
さ
い
声

は
意
識
し
な
い
人
に
は
聞
こ

え
な
い
。
沖
縄
に
住
む
人
た

ち
の
声
や
在
沖
米
軍
の
声
以

外
に
も
沖
縄
に
は
も
っ
と
た

く
さ
ん
の
小
さ
い
声
が
あ
る

だ
ろ
う
。

こ
の
小
さ
な
声
を
聞
き
取

り
、
大
き
な
音
に
負
け
な
い

よ
う
な
大
き
さ
で
伝
え
て
い

く
こ
と
が
、
沖
縄
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ズ
ム
論
を
受
講
し
た
私
た

ち
の
責
任
だ
と
思
う
。

本
学
の
国
際
交
流
協
定
校

な
ど
の
学
生
が
、
日
本
語
や

日
本
文
化
を
学
ぶ
冬
期
日
本

語
・
日
本
事
情
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
１
月
１０
日
か
ら
始
ま
っ

た
。フ

ラ
ン
ス
の
リ
ヨ
ン
政
治

学
院
な
ど
７
カ
国
・
８
大

学
、
社
会
人
を
含
め
た
３０
人

が
参
加
。
参
加
大
学
の
う

ち
、
大
同
大
学
（
韓
国
）
は

プ
ロ
グ
ラ
ム
初
め
て
の
参
加

と
な
り
、
１０
人
が
来
日
し
て

い
る
。
日
本
語
学
習
の
ほ

か
、
三
鷹
の
森
ジ
ブ
リ
美
術

館
見
学
、
歌
舞
伎
鑑
賞
、
書

道
教
室
、
ひ
な
祭
り
パ
ー
テ

ィ
ー
、
ホ
ー
ム
ビ
ジ
ッ
ト
な

ど
の
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

参
加
し
、
日
本
へ
の
理
解
を

深
め
る
。

ま
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
以
外
に

も
、
相
撲
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

観
戦
や
、
群
馬
ハ
ン
グ
ル
愛

好
会
の
方
々
の
ご
協
力
に
よ

り
、
２
月
初
旬
に
実
施
す
る

ウ
ル
サ
ン
大
学
生
（
韓
国
）

対
象
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
す

る
。
２
月
２８
日
ま
で
。

昨
夏
、
海
外
で
Ｎ
Ｇ
Ｏ
活

動
中
に
撮
影
し
た
学
生
の
写

真
展
が
１
月
１５
日
か
ら
２８
日

ま
で
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
９

号
館
ア
ト
リ
ウ
ム
で
開
催
さ

れ
た
∥
写
真
。

写
真
は
経
済
学
部
国
際
経

済
学
科
の
「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
論
」（
狐

崎
知
己
教
授
）
を
受
講
し
、

タ
ン
ザ
ニ
ア
、
イ
ン
ド
、
バ

ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
ベ
ト
ナ

ム
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ア
メ
リ

カ
、
メ
キ
シ
コ
で
の
ス
タ
デ

ィ
ー
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
学

生
１８
人
の
２０
作
品
。
現
地
の

様
子
や
人
々
の
表
情
を
捉
え

た
力
作
ぞ
ろ
い
で
、
１０
作
品

ず
つ
２
回
開
催
し
た
。

同
科
目
は
夏
期
休
暇
中
に

本
学
の
補
助
金
を
得
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
ス
タ
デ

ィ
ー
ツ
ア
ー
に
参
加
。
途
上

国
の
人
々
の
立
場
に
立
っ
た

効
果
的
な
国
際
協
力
の
在
り

方
を
考
え
る
。

長
期
留
学
生
５
人

２
０
１
４
年
度
長
期
交
換

留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム（
第
１
期
）

派
遣
留
学
生
が
次
の
５
人
に

決
定
し
た
。（
敬
称
略
）

●
檀
国
大
学
（
韓
国
）

▽
澁
谷
有
咲
（
経
営
２
）

▽
宗
方
美
緒
（
文
３
）

●
上
海
大
学
（
中
国
）

▽
浅
野
秋
翔
（
商
２
）

●
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ル
タ
ー
大

学
ハ
レ
・
ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル

ク
（
ド
イ
ツ
）

▽
池
山
翠
（
文
２
）

●
中
山
大
学
（
台
湾
）

▽
岡
一
輝
（
人
間
科
学
３
）

◀

辺
野
古
の
キ
ャ
ン
プ
・
シ
ュ
ワ
ブ
に
ズ
ラ

リ
と
掲
げ
ら
れ
た
基
地
反
対
の
ポ
ス
タ
ー

◀

三
鷹
・
ジ
ブ
リ
美
術
館
前
で
∥
１
月
２２
日

現
実
を
見
て
見
ぬ
ふ
り

冬期日本語・日本事情

プログラム展開中

「基地問題」考える「基地問題」考える

本
土
の
無
関
心
の「
壁
」

吉
田

汀
子
（
３
年
次
）

文
学
部
人
文
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
学
科「
沖
縄
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
論
」合
宿
５
日
間

大
き
く
て
も
小
さ
く
て
も

双
方
の
声
を
聞
こ
う

▶

大
林
守
国
際
交
流
セ

ン
タ
ー
長
を
囲
ん
で

訪ねて見て聞いて訪ねて見て聞いて

志
田

美
由
紀
（
２
年
次
）

Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動

記
録
写
真
展

▶

エ
ル
ド
リ
ッ
ジ
さ
ん
（
前
列
中
央
）
を
囲
ん
で
。
左
隣

が
吉
田
さ
ん
、
右
か
ら
５
人
目
が
志
田
さ
ん
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